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　2014年５月18日開催の「第62回ICTE情報教育
セミナー in 武蔵大学」では，千葉大学教育学部
の藤川大祐先生による講演が行われました。以下
の報告は当日の記録をもとに日本文教出版編集部
にて整理したものです。

１．はじめに

　2009年に施行された青少年インターネット環
境整備法など，日本ではこれまで，青少年のイン
ターネット利用に対して，国・民間レベルでさま
ざまな取り組みがなされてきた。その方向性や成
果は，現在でも高く評価できるものである。しか
し近年，スマートフォンの爆発的な普及，ゲーム
機，携帯音楽プレーヤー，タブレット端末などか
らのインターネット利用が高校生の間でも当たり
前となり，現行制度では十分に対応できない状況
が生じつつある。
　藤川氏は講演の中で，スマートフォンをはじめ，
日々刻々と変化する高校生のインターネット利用
の実態に触れ，学校教育としてどのような対応が
必要になっているのかを考察した。

２．フィルタリング加入率の低下

（１）各団体の対応と成果
　青少年インターネット環境整備法によって，保
護者の申し出がない限り，携帯電話事業者には，
18歳未満の利用者に対してフィルタリングを提
供することが義務づけられた。2004年頃から携

※注１

帯電話事業者各社が提供していたフィルタリング
サービスはほとんど利用されてはいなかったが，
この義務化の流れによってフィルタリング加入率
が飛躍的に増加し，青少年の有害情報へのアクセ
ス防止にかなりの効果を発揮することとなった。
　それと同時に，第三者機関としてモバイルコン
テンツ審査・運用監視機構（以下；EMA）が発
足し，EMAの認定を受けたモバイルサイトにつ
いては，標準的なフィルタリングでブロックされ
ないようなしくみが整備された。GREE（グリー）
やmobage（モバゲー），mixi（ミクシィ）といった，
青少年に人気のあるサイトを運営する事業者では，
EMAから認定を受け，不適切な投稿などがない
か常時監視する体制を築いている。
　また，学校教育でも，学習指導要領で情報モラ
ル教育の推進が明記され，小学校段階からの情報
モラル教育，インターネット利用に関する指導が
行われるようになった。都道府県ごとに学校ネッ
トパトロールも行われ，不適切な投稿が発見され
れば，行政と学校が連携して対応できるような体
制が整えられた。
　このような取り組みが進んだ結果，インター
ネットの利便性を確保しつつ，子どもたちを有害
情報や犯罪から守るということについては，一定
の成果が上がってきたと言える。
（２）青少年のインターネット利用環境実態調査
　ところが，ここ数年，フィルタリングの加入率
が低下し，子どもたちが犯罪やトラブルに巻き込

※注２

※注３

講演者

千葉大学教育学部	 	 記録

藤川 大祐  日本文教出版 編集部

高校生とスマートフォン─情報教育ができること─
─第62回ICTE情報教育セミナー in 武蔵大学─

※注１：同法の詳細については，内閣府「青少年インターネット環境整備法等について」
　　　　（http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/seibi_law/）を参照。
※注２：詳しくは，モバイルコンテンツ審査・運用監視機構（http://www.ema.or.jp/ema.html）を参照。
※注３：�さらに，滋賀県大津市のいじめ自殺事件をきっかけに2013年に成立した「いじめ防止対策推進法」では，インターネットを通

じて行われるいじめへの対策についても各学校に求め，いじめ防止に対しての組織的な取り組みを義務づけている。
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換でき，グループもつくりやすいという手軽さが
ある。
　その一方で，いわゆる「LINE外し」と呼ばれ
る仲間外れの問題や，相手からのメッセージを読
んだら，すぐに返信をしなければ「既読無視」と
して非難の対象とされる（ように思われている）
問題など，ユーザー間の，特に中高生が抱えるさ
まざまなトラブルが報告されている。
　また，児童買春等の問題もある。LINEのID交
換を目的とした掲示板サイトでは，露骨に「異性
との出会い」を打ち出さず，中には「LINE公式」
をうたうようなサイトも存在したが，実際には出
会い系サイトと変わらない機能を果たしている。
この問題にはLINE株式会社も対策を進めており，
携帯電話事業者が持っている年齢情報を利用し，
18歳未満のユーザーのID交換を制限している。
その結果，ID交換掲示板はその数を減らしたが，
KakaoTalk（カカオトーク）などの類似のサービ
スに標的が移っただけという指摘もある。
　LINEは「友達」どうしでメッセージをやり取
りする閉じられたサービスであり，不特定多数が
見ることができる掲示板のように，第三者がメッ
セージの内容を監視することはできない。LINE
株式会社も監視を行っていない。これは， LINE
のグループ内でいじめや誹謗中傷などが起きてい
ても，従来のネットパトロールでは発見すること
ができず，問題の把握が遅くなることを意味する。
　LINEは中高生の間での主要なコミュニケー
ション手段になっているにもかかわらず，EMA
の認定を受けたアプリではない。そのため，
LINEはフィルタリングの対象となる。LINEを
使用したいために，保護者に頼んでフィルタリン

※注５

※注６

まれるケースが一転して増加傾向になっている。
この原因として考えられるのが，高校生へのス
マートフォンの普及と，携帯電話以外の端末から
のインターネット利用である。
　内閣府が実施した平成25年度青少年のイン
ターネット利用環境実態調査によれば，2010年
度の時点で3.9%だった高校生のスマートフォン
所有率（携帯電話を所有する高校生のうち，スマー
トフォンを所有する高校生の割合）は，2012年
度の時点で55.9%となり，2013年度には82.8%と
急増している。実際，近年は店頭に並ぶ携帯電話
の新しい端末のほとんどがスマートフォンとなり，
従来型の携帯電話を目にする機会が減っている。
小学生や中学生のスマートフォン所有率も増えて
おり，低年齢化の傾向を示している。また，同調
査では携帯電話以外の情報端末についても調査さ
れており，ゲーム機，タブレット端末，携帯音楽
プレーヤーなどからも，子どもたちが日常的にイ
ンターネットにアクセスしている実態が明らかと
なった。
（３）LINEの普及とフィルタリングの利用率低下
　スマートフォンの普及とともに，高校生だけで
なく広く社会にも浸透しているのが，Twitter（ツ
イッター）やFacebook（フェイスブック）などの
SNSである。
　特にLINE（ライン）は，ここ２年ほどで若年
層のユーザーを中心に爆発的に普及した無料通信
アプリであり，これまで携帯電話で使われていた
メールや通話，SNSなどの機能が，LINEに取っ
て代わられるようになった。LINEは電話番号や
メールアドレスを交換しなくても，QRコードの
交換や「ふるふる」という機能で簡単にIDが交

※注４

※注４：�内閣府「平成25年度青少年のインターネット利用環境実態調査　調査結果（速報）」
　　　　（http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/chousa/h25/net-jittai/pdf/kekka.pdf）を参照。
※注５：LINEの各機能についての詳細は，LINEの公式Webページ（http://line.me/ja/）を参照。
※注６：�当初はLINEのグループから，特定のユーザーを強制的に退会させる行為を指していたが，最近は同じメンバーで二つのグループ

を作成し，そのうちの一つを，仲間外れにしたいユーザーを意図的に含まないグループにして，巧妙にカモフラージュする手口
に移行している。
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る。平均利用時間もはじめて100分を超えた。さ
らに，この調査結果で着目すべきポイントとして，
スマートフォンの利用者の方が，携帯電話の利用
者よりもインターネットを長時間利用する傾向に
ある点が挙げられる。
（２）インターネットで暇を消費する高校生
　スマートフォンには無数のアプリがあり，コ
ミュニケーションやゲーム，電子書籍の閲覧，動
画の視聴など，インターネットを利用したさまざ
まなサービスが充実している。特に中高生の場合
は，ゲームと動画視聴で長時間インターネットを
利用する傾向が強い。無料のゲームやサービスが
これほどまでに充実した環境というのは，これま
でになかったことである。
　高校生の日常生活は暇な時間が多い。長時間の
インターネット利用が物語るものは，授業の合間
や移動中，そして特に何もすることがない時間の
ほとんどを，彼らはスマートフォンをいじること
で過ごしているということである。高校生にとっ
ての暇な時間を，果たしてゲームや動画視聴で消
費してしまっていいのだろうか。このような「時
間」を今後どうとらえていくべきなのかが，高校
生のインターネット利用を考える上で，新たな課
題となりつつある。

4.　その他の諸課題

（１）個人情報・プライバシーの流出
　スマートフォン固有の問題として，カメラで撮
影した写真に位置情報（ジオタグ）が付加されて
いることを知らないまま，自宅で撮影した画像を
投稿してしまい，住所がわかってしまうというこ
とがある。カメラで撮影した画像には位置情報が
付加されており，投稿する前によく確認しなけれ
ばならないことや，設定変更をすることなどを認
知させる必要がある。
　また，アプリをインストールすることで，端末
内の情報が利用されてしまうことがある。基本的

グを外す子どもたちが増え，その結果，フィルタ
リング加入率の低下を招いているという悪循環が
生じていることは，悩ましい問題である。
（４）インターネット利用端末の多様化
　青少年インターネット環境整備法が施行された
５年前に比べ，昨今は子どもたちも，ゲーム機や
携帯音楽プレーヤー，タブレット端末など，さま
ざまな情報端末からインターネットに接続できる
環境にある。
　例えば，携帯電話でフィルタリングを適切に設
定していたとしても，子どもたちがいつも遊んで
いるゲーム機や携帯音楽プレーヤーなどからイン
ターネットに接続すると，有害情報にアクセスす
ることができてしまう。こうした端末にはフィル
タリングがかけられないからである。
　これは，青少年インターネット環境整備法が，
携帯電話事業者にのみ，フィルタリング提供の義
務を課したためであり，Wi-Fi環境が整備された
今日において，この問題への法的，技術的な対応
が迫られていると言える。

３.　子どもたちのインターネット依存への対策

（１）スマートフォンへの依存傾向
　ここまで，主にフィルタリングの観点から，子
どもたちのインターネット利用の実態と現制度と
のズレを指摘してきたが，ここでは，いま，イン
ターネットを利用する子どもたちが抱えている潜
在的な問題として，長時間利用による依存につい
て取り上げたい。
　前述の平成25年度青少年のインターネット利
用環境実態調査では，青少年のインターネット利
用時間についての経年比較も行っており，平日に
１日あたり平均でどれくらいインターネットを利
用しているかを調査している。これによると，イ
ンターネットを２時間以上利用する青少年は，
2009年度で27.8%となり，その後いったん減少し
たものの，2013年度の時点では39.8%に増えてい
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　こうした行為は許されない行為であるというこ
とを，子どもたちにモラルの問題としてきちんと
問わなければならないだろう。
（３）ソーシャルゲームにおける課金
　2012年，くじ引きを繰り返していくつかのア
イテムを揃えると，さらにレアなアイテムが得ら
れる「コンプガチャ」が，景品表示法に違反する
恐れがあるとして，ソーシャルゲームを提供する
各社はコンプガチャを禁止した。
　ソーシャルゲームは無料のものも多いが，その
ほとんどが，ゲームをさらに楽しもうとすると課
金の対象となる，フリーミアムと呼ばれるビジネ
スモデルを導入している。
　コンプガチャは規制されたものの，未成年が
ソーシャルゲームに熱中した挙句，高額の料金を
請求される事例が問題となったことから，グリー
やモバゲーといったソーシャルゲームを提供する
各社では，15歳未満では5000円，18歳または20
歳未満では１万円までといった，月額利用金額の
上限を設定するようになった。
　グリーやモバゲーといったプラットフォームに
載らない単独アプリ型ゲーム「パズル＆ドラゴン
ズ」等も人気がある。プラットフォーム型のゲー
ムの場合は，同一プラットフォーム上で動くゲー
ム全体を包括した課金上限額を決められるため，
使い過ぎに対する防御が働く。ところが，単独ア
プリ型のゲームの場合はアプリごとに上限額が決
められるため，アプリの数が増えればその分，上
限額が合算され，事実上の際限がなくなる。また，
単独アプリ型では年齢確認も難しく，大人と偽っ
て利用することもできる状況にある。
　子どもが高額な利用料を請求されないような歯
止め対策がソーシャルゲームを提供する事業者に
求められていることはもちろんだが，それと同時
に，子どもたち自身に，どうして無料でおもしろ
いゲームが遊べるのか，その背景にあるビジネス
モデルを理解させることも重要である。

にはターゲティング広告での利用と考えられるが，
名簿業者等に転売されている可能性もある。発行
元が信頼できないようなアプリのインストールは
避けること，情報利用の許諾を慎重に行うなどの
対応を取れるようになることが利用者には求めら
れる。
　さらに，スマートフォンをターゲットにしたコ
ンピュータウイルスも登場している。セキュリ
ティソフトの導入は必須である。
　これらの問題は，なかなか周知されないことも
あり，学校現場等での適切な指導が期待される。
（２）炎上と過度な社会的制裁
　いたずら行為や迷惑行為を，あたかも自慢する
かのようにTwitterなどに投稿した結果，炎上を
引き起こしてしまった大学生のニュースは記憶に
新しい。カメラで気軽に撮影できるようになった
ことや，SNS，動画投稿サイトに発信できるよ
うになったことで，こうした問題も顕在化するよ
うになった。不適切な情報や問題行動，犯罪など
を投稿しないことはもちろんだが，仲間内に対す
る発信でも，インターネット上は公共の場と同じ
であるという認識を持たせることが必要である。
　また，例えば未成年の飲酒など，以前の社会で
はある程度寛容に扱われてきた行為も，厳しい目
で見られるようになってきている。違法行為につ
いては不用意に容認しない姿勢を，私たち大人が
示す必要もあるだろう。
　もう一点，炎上を考える上での大きな課題とし
て，投稿者を攻撃し，本人の個人情報やプライバ
シーを晒してしまう行為がある。たとえ問題の発
端が本人にあるとしても，人権侵害や犯罪行為で
あることを認識しておかなければならない。
　類似の事例としては，実社会で起こった事件の
加害者や関係者がインターネット上で過剰な社会
的制裁の対象となることがある。中には，事件と
は無関係な人まで誤解され，巻き込まれることも
ある。
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　青少年インターネット環境整備法は施行から５
年が経ち，フィルタリングをはじめとする制度が，
現在のインターネット社会の実態に対応できてい
ない状況が生じつつある。依存の問題なども合わ
せて，立法の趣旨をより実現させる形での法改正
が望まれる。
　そして，学校現場で情報モラルを教える先生方
には，日々変化するインターネット環境に対して
つねにアンテナを張り，適切な教材で子どもたち
に情報モラルを考える授業や機会を提供していた
だきたい。また，そのような状況に対応した教材
の開発・普及も求められている。
　同じ値段の電子機器の性能が１年前の２倍，10
年で100倍，20年で１万倍になるというのが，ムー
アの法則である。いまの小学生が大人になる頃に
は，現代とはまったく違う社会状況が存在してい
るだろう。次から次へと新しい情報機器やサービ
スが登場しているが，そのサイクルはどんどん速
くなっていると考えなくてはならない。そのうち，
このサイクルが落ち着いてきたら教育すればよい
というのでは間に合わない。走りながら，状況に
合わせて微妙に対応を変えていくしかないという
のが現状である。
　変化が激しい中で，学ぶということがどうなっ
てしまうのか。暇のない，退屈のない時代に思春
期をどう過ごすべきなのか。羽目を外すことが一
生許されない時代に，どうやって若いうちに（問
題のない範囲で）羽目を外すのかなど，高校生の
インターネット利用を考える中から見えてくる教
育の問題について，議論し，考えなければならな
い時期に来ている。先生方には，ぜひこういった
視点も持って，子どもたちの指導に当たっていた
だけるとありがたい。

※注７

　無料のサービスを利用するユーザーは，メディ
アの商業性について意識を持ち，意図せぬ消費を
抑制できること，依存的な利用をつねに警戒し，
長時間の利用にならないようにコントロールでき
ることが求められているのである。
　こうした場面で重要になってくるのがメディア
リテラシーである。メディアリテラシーとはメ
ディアをクリティカルに読み解き，主体的に使い
こなす力のことである。「メディアは構成されて
いる」というメディアリテラシーの軸となる考え
方と共に，メディアの商業性に関する洞察が問わ
れる。「なぜソーシャルゲームは無料で遊ぶこと
ができるのか？」という視点は，なぜ民放テレビ
は無料で放送されているのか，なぜ検索サービス
は無料で検索が可能なのか，巨大SNSは赤字で
もよいのかといった，これまでされてきた議論に
通じるものである。

５．おわりに

　東日本大震災の後，主体的に情報を扱うことの
重要性が指摘されるようになった。民主主義や社
会問題の解決という観点から見ても，インター
ネットを活用することで，さまざまなことができ
るようになっている。そして，自ら新しい取り組
みを展開し，社会に影響を与える中学生や高校生
も登場している。そういったインターネットのプ
ラスの面，変わってきている面，能動的な面も合
わせて見ていかなければ，インターネット社会を
よりよくしていくことはできない。
　著作権についても，違法ダウンロードの刑罰化
以降，音楽関連の団体がさまざまな取り組みを開
始し，音楽配信サービスの環境も使いやすくなっ
ている。こうした民間での取り組みがさらに注目
されてもよいと感じている。

※注７：本講演が行われた「第62回ICTE情報教育セミナー�in�武蔵大学」の概要は
　　　　（http://www.icte.net/seminar/detail/187.php）を参照。
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１．はじめに

　本校は昭和37年開校の全日制普通科の高等学
校である。旧日光街道草加宿の北に位置する草加
松原に近く，歴史の古い街の中にあるとても落ち
着いた学校である。
　また本校では，社会に出て５年前後に，それぞ
れの所属組織の中で若手のグループリーダーとし
て活躍することができる若者の育成を目指してい
る。卒業生のほとんどが進学を希望し，約６割が
４年生の大学に進学している。生徒はとても素直
で生真面目である。
　平成26年度は旧課程の「情報Ａ」を３年次で
行っている。１クラス40名，50分授業を週２コ
マ（連続ではない）行っている。

２．授業のねらい

　本校では，ほとんどの生徒がスマートフォン（以
下；スマホ）を持っている。日頃感じているのは，
「調べる」ということは「スマホで探す」ことと
思い込んでいる生徒が多いということである。と
ても素直で疑うことを知らない生徒たちは，スマ
ホで検索をし，検索結果の１件目に出てきた情報
をすぐに信じ込んでしまう（鵜呑みにしてしまう）
傾向がある。そこで，情報の宝庫である身近な図
書館を授業で活用することで，スマホ以外のメ
ディア（本・雑誌・新聞）にも目を向けさせたい
と考えた。そして「調べる」ということは単に「探
す」だけではなく，「探す」「読む」「考える」と
いう一連の流れであり，特にこのうち，「考える」
プロセスを体験させ，その大切さに気づかせたい
と考えた。「考える」プロセスとは，次の４ステッ
プである。

埼玉県立草加高等学校

鶴見 美子

図書館を使った探究型学習（調べ学習）

１）テーマの設定
２）情報の収集
３）整理・分析
４）まとめ・表現
　本実践では，この「考える」プロセスをワーク
シートを使うことによって「見える化」し，調べ
た内容を学ぶことはもちろん，「学び方」そのも
のも学ばせたいと考えている。
　以下に授業の目標をまとめると，
①テーマを明確にできる。
② 情報の信頼性や信憑性を考え，取捨選択ができ

るようになる。
③ 複数の資料にあたり比較検討する「クロス

チェック」の重要性に気づく。
④調べる過程を記録に残すことの重要性に気づく。
⑤ 調べた客観的な事実と自分の意見を分けて考え

られるようになる。
⑥引用・参考文献の記述を理解する。
　である。以上の六つの観点から，評価も行う。
　本実践の課題は「情報モラル」に関するキーワー
ドの中から，危険，あるいは問題があると感じて
いるものを調べ，それに対する解決策を提示する
レポートにまとめさせることである。

３．教材の説明

（１）パスファインダー
　生徒には最初に，何を調べるかを決める際のヒ
ントとなる基礎的な情報として，次のパスファイ
ンダーを提示した。
①資料の探し方
②資料のリスト
③キーワードのリスト
　キーワードは「情報モラル」のテキスト，「情

※注１
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５．授業において留意したこと

　図書館での調べ学習については，十分な資料が
用意されていることが条件となるため，司書との
事前の打ち合わせが必要となる。「調べ学習にふ
さわしいテーマは何か？」「そのテーマでどのく
らいの資料（内容のレベル・１クラスの生徒が十
分に利用できる冊数）を用意することができる
か？」「日頃の生徒たちの読書の状況や図書館で
の様子から生徒が興味関心を持ちそうなテーマで
あるか？」「４時間という短時間で調べることが
できるテーマであるか？」など，かなり前からの

報Ａ」の教科書から選んだ。
（２）ワークシート
　本単元では，一連の「考える」プロセスを「見
える化」するために，４種類のワークシートを活
用し，生徒の考えや学びを整理し，深めていく。
これらのワークシートは，いずれも前任校の図書
館司書の実践や日本図書館協会の書籍から借用し
ている。
１）「キーワードひらめきシート」
　テーマの設定に使う。思いつくままにキーワー
ドからイメージを広げる。そこから一つのテーマ
を拾う。
２）「問いを５Ｗ２Ｈに分けるためのシート」
　テーマを明確にし，問いを立てる（自分の知り
たいことを確認する）。「○○について」調べると
いうだけでは何を調べてよいのかわからない生徒
が多いが，問いを立てることで答えを探すために
必要な資料を読むようになり，考える道筋が明確
になる。
３）「資料から答えを探してみよう」
　問いを書き，答えを予測する（仮説を立てる）。
「読んだことをまとめてみよう」から答えを探し，
クロスチェックする。予測した答えと資料から導
き出した答えとの比較をする。
４）「読んだことをまとめてみよう」
　資料から必要な部分を取捨選択して書き出す。
引用か要約かといった違いを認識して，記述する
資料の内容と考察を分ける。

４．授業の流れ

　今年度はこの実践を４月後半から８時間で行っ
ている。授業の展開，内容は表１の通りである。

前時
オリエンテーション

①パスファインダーを配布する。
―�キーワードから自分の興味関心を考え
る（宿題）。

第１時
テーマの設定

「テーマの設定」
①授業の目標と作業手順を理解させる。
－「キーワードひらめきシート」
－「５Ｗ２Ｈに問いを分けるためのシート」
※疑問文を三つセレクトする
（Whatは必須とする）。

－「資料から答えを探してみよう」（３枚）
②答えを予想する。

第２～４時
情報の収集

「図書館で調べる」
①情報探索の計画を立てる。
－NDCの説明
－目次・奥付・索引の説明
Wikipediaは参考文献にならないことを
伝える。
－�「読んだことをまとめてみよう」

（６枚以上）
②要約・引用・情報の信憑性を考える。

第５時
整理・分析

「資料から答えを探してみよう」
①集めた資料を検討する。
－クロスチェック
②複数の資料から答えを導き出す。
③事前の予想との違いを考察する。

第６～７時
まとめ

「レポートの準備」
①ワークシートから文章に直す。
－あいまいな個所の洗い出し
－調べ直し
②調べた理由を入力する。
　－�Wordでまとめる。

第８時
表現

「レポートを書く」
①レポートのひな型を提示する。
　－�序論・本論・結論・資料の章立てを理

解する。
②前時のWordの情報を再構成する。

▲表１　授業計画

※注１：�パスファインダー（Pathfinder）とは，「特定のトピック（主題）に関する資料の探し方をまとめた一枚の印刷物（リーフレッ
ト）」（石狩管内高等学校図書館司書業務担当者研究会　2005年）である。
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いなかったようであった。そのため，今年度はこ
の調べ学習の前に，「新聞の読み比べ」の授業を
実施した。「同じ日付の全国紙４紙と地方紙２紙
の一面トップ記事と社説を比較する」ことで，一
つの資料を読んでわかった気になっては危険であ
るということに生徒自身が気づいた。
　また，昨年はワークシートに同じことを何回も
書くことになる作業を面倒臭いと感じる生徒が多
かったが，今年度は「論文の不正」が世間で話題
となったこともあり，調べる過程や思考の過程を
記録に残すことの重要性を生徒が理解することが
できた。
　調べた過程をレポートにまとめていく中で，自
分の理解があいまいな部分があることに気づき，
また調べ直す生徒も見られた。本来ならば，もっ
と時間を取り，新たな疑問文をつくり，それに対
して調べを進めていくといったスパイラルな探求
学習にしていくべきであると考えるが，時間の制
約があり，実現できないのが残念である。
　テーマ選びに関して，どうしても自分の興味関
心が「情報モラル」にはないという生徒も何人か
いた。その場合には独自にテーマを設定させた。
「高齢化社会と年金問題」や「地震」，「いじめ」

「中国と日本の関係改善」「食品添加物」などがあっ
た。
　レポートに関しては，内容が薄くなってしまっ
た生徒が多かった。それはワークシートに問題が
あると考えられる。ワークシートで疑問文の結論
を書く欄をとても小さくしてしまった（要約を書
かせてしまった）がために，レポートでもワーク
シートの結論をそのまま書き写す生徒が多かった
せいであると思われる。８時間という限られた時
間でレポートまでは厳しいが，さらに作業の手立
てを工夫していきたい。
　生徒は振り返りの中でクロスチェックの重要性
を改めて認識したようである。書き手による意見
の違いに関するコメントが非常に多かった。

入念な準備と情報収集が必要である。なお，校内
で十分な冊数が確保できない場合は，学校間の図
書館のネットワークを使って周辺の高等学校から
貸し出しをしていただいている。
　授業の中での最初のステップである「テーマの
設定」に関しては，あまり大きいテーマ，または
あいまいなテーマにならないように生徒に助言し
ている。例えば「ケータイ依存症」ならば，ある
程度具体的に調べることが可能であるが，「携帯
電話」や「依存症」では，何を知りたいのかはっ
きりしないので調べることができない。ここで
キーワードが適切であるかどうかが次の「探す」
「読む」の作業に大きく関わってくるので，一人
ひとりのテーマをチェックすることが必要になる。
　資料については，図書館の中でNDC（日本十進
分類法）を理解して，書架から自分で探せること
が望ましいが，授業時間に制約があるため，あら
かじめ利用が想定される本はブックトラックに載
せて一箇所に集めておくことで資料の収集の時間
の短縮を図った。

６．振り返り

　生徒たちは，図書館で情報を検索する方法に慣
れていないので，本から情報を探すのに苦労して
いた。タイトルにキーワードがないと，自分の探
すべき本がないと思い込んでしまうことが多い。
ここでキーワードの上位・下位の概念を指導する
ことができれば，もっとスムーズに情報検索がで
きたと考えられる。授業では，目次・索引・まえ
がき・あとがきなどに目を通すことを助言したり，
資料を探させるにあたって，個々に教員や司書が
助言をした。
　昨年実施した際には，複数の資料で調べる（ク
ロスチェック）ということを負担に感じる生徒が
多かった。「一冊の本で答えがわかるのになぜ複
数の情報に当たる必要があるのか？」という疑問
は，この授業の中で説明してもあまり納得できて
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においてはとても大きなメリットである。この調
べ学習の単元を行うにあたっては，本校の司書を
はじめ，多数の司書の方々から多くのご助言をい
ただき，実践することができた。
　本当にありがとうございました。心から感謝申
し上げます。

＜参考文献＞
・日本図書館協会図書利用教育委員会　『問いを作るスパイラル

考えることから探求学習をはじめよう！』　（日本図書館協会
2011年）

・桑田てるみ　『５ステップで情報整理！スキルノート』　（明治
書院　2011年）

・桑田てるみ他　『６ステップで学ぶ中学生・高校生のための探
求学習スキルワーク』　（全国学校図書館協議会　2010年）

・ジェームス・E・へリング　『学校における情報活用教育』　（日
本図書館協会　2002年）

・堀川照代他　『学習指導と学校図書館』　（放送大学教育振興会
2010年）

・石狩管内高等学校図書館司書業務担当者研究会　『パスファイ
ンダーを作ろう　情報を探す道しるべ（学校図書館入門シリー
ズ12）』　（全国学校図書館協議会　2005年）

７．司書はすごい!!

　情報のプロフェッショナルである司書はすごい。
　探求型の学習をする際は，必ず学校図書館の司
書に相談することにしている。
　まず，テーマと授業の目標について司書に伝え
ると，それにふさわしい資料の紹介をしてくれる。
資料のことはもちろんだが著者についても司書は
詳しい。どんな立場で書かれているのかを考慮し
て偏りのない資料の収集に協力をしてくれる。学
校図書館に資料がなくても，予算の範囲内で資料
を購入してくれるほか，公共図書館や近隣の学校
等とのネットワークを使い，資料を豊富に揃えて
くれる。
　授業のはじめには，テーマに関する生徒のイ
メージを広げたり，興味関心を高めるために，本
を紹介する「ブックトーク」をしてくれる。日頃
から生徒の様子や本のことを知り尽くしている司
書ならではの展開がある。
　ワークシートの作成に関しても助言してくれる。
実際，今回使ったワークシート「キーワードひら
めきシート」「問いを５Ｗ２Ｈに分けるためのシー
ト」に関しては日本図書館協会図書館利用教育委
員会『問いを作るスパイラル』（日本図書館協会
2011年）から，使用させていただいた。「読んだ
ことをまとめてみよう！」と「資料から答えを探
してみよう」は前任校の司書（埼玉県立新座高等
学校司書　宮崎健太郎氏）から提供してもらった
ものである。
　教科「情報」は学校内においては「一人教科」
であることが多く，孤独に授業準備に取り組むこ
とが多いが，司書の助言や支援を受けながら連携
していくことで，幅の広い授業を展開することが
可能になる。何より，情報をわかりやすく，具体
的なイメージを生徒に持たせられることは，授業

※注２

※注２：あるテーマに基づいて，関連するさまざまな本を紹介し，聞き手に興味を持ってもらう活動のこと。
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１．背景

　麻生総合高校では，１年生の必履修科目として
「社会と情報」を設定している。後期には，「情
報発信」としてプレゼンテーションの授業を行っ
ている。今回は，その中から「10年後の自分の
仕事を紹介する」授業実践を紹介させていただく。
プレゼンテーションの授業全体は，以下の単元計
画で行っている（表１）。

 

「プレゼンとは」の１時間目は座学で行い，以下
の３点を伝えている。

　一つ目の「口頭で」という点は，スライド作成
の授業ではない，という点を強調したいので，しっ
かりと伝えている。二つ目の人生を左右するスキ
ル，というポイントは，生徒が近いうちに直面す
る大学の面接試験や，入社試験などを例にあげ，
説得力が出るようにしている。三つのルールにつ
いては，次項で説明したい。
　単元「プレゼンとは」の２時間目で，スライド

単元名 概要 時数
プレゼンとは プレゼンテーションの意義／

基本の理解 ２

自分の好きな物を
紹介する プレゼンテーションの基本の実践 ５〜７

10年後の自分の
仕事を紹介する

仕事の情報を収集・整理し，それを
プレゼンとして構成し発表する ７〜８

▲表１　単元計画

○�プレゼンテーションとは口頭で自分の考え
や思いを伝えること
○�プレゼンテーションは人生を左右するスキ
ル
○�プレゼンテーションを上手に行うための三
つのルール

神奈川県立麻生総合高等学校

大石 智広

10年後の自分の仕事を紹介する
─「社会と情報」におけるプレゼンテーションの実践─

作成の操作の練習をしている。一斉授業で，教員
が示した通りにスライドを作成させている。内容
は以下に絞っている。

　スライド作成の操作に関する指導は，この１時
間のみである。

２．プレゼンテーションを上手に行うためのルール

　このルールについては，単元「自分の好きなも
のを紹介する」を通して指導している。この授業
実践については，以下の実践報告にまとめている
ので参考として紹介させていただく。

（１）スライド作成時のルール
１）一番言いたいことを一つの文章で表現する
　口頭で伝えるプレゼンテーションは，文書によ
る表現と違って聞き手が自分のペースで聞くこと
ができない。したがって，できるだけシンプルに
して聞き手に入りやすい表現にする必要がある。
また，一文で表現することで，聞き手に覚えても
らうことができる。
２）48ptルール
　文字数を減らすため，「スライドのフォントは
原則48pt程度のものを使用する」というルールで
ある。
３）３点ルール
　人間が一度に記憶できることの数は，３±１程

○レイアウト／デザインの選択
○テキストボックスの操作
○写真／図の操作

・�｢３つのルール｣ で指導するプレゼンテーションの基本
　（大石智広）
　 第一学習社　エデュカーレ情報実践報告Web版
　http://www.daiichi-g.co.jp/joho/info/jissen/59/Report.html
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うに指導している。ある生徒が「（NBA選手の）
コービー・ブライアントは１試合で100点取った
ことがあります」のように紹介してくれた。この
生徒の表現と，「コービー・ブライアントはたく
さん点を取ります」という表現では，どちらが聞
き手の心に残るか，説明するまでもないだろう。

３．「10年後の自分の仕事を紹介する」

（１）授業の概要
　この授業は，「10年後になったつもりになり，
自分が「いま」就いている職業について後輩の高
校生にアピールする」というものである。生徒は
まずその職業について調べ，ワークシートにまと
める。次にプレゼン構成をワークシートに記載し，
スライドを作成，最後にプレゼンの実施となる。
（２）授業のねらい
　このプレゼンでのねらいは，自分で情報を集め，
プレゼンの構成を決め，実際にプレゼンする，と
いう流れを実践することにある。「仕事紹介」と
いう内容にしたのは，キャリア教育をより充実さ
せたいという思いがあったからである。総合高校
では，「産業社会と人間」という科目で，職業適
正検査や校外実習などのさまざまな学びをしてい
るが，一つの職業をキャリアとして（どのように
その職業に就き，どんな仕事があり，その後どん
な道が待っているのか？）じっくり調べる機会は
ない。しかし，進路選択ではまさにそのキャリア
を考えるので，そのための予行演習のようなもの
が必要と考え，授業に取り入れることとした。
　また，情報科ならではのねらいとして，情報の
収集と整理の過程の可視化を取り入れた。KJ法
もどきのワークシートを用意し，収集した情報の
量と質を生徒が把握しながら，不足している情報
をさらに収集できるようにした。
（３）授業の準備
１）仕事調べワークシート
　生徒は自分が調べたことを付箋に書いて，この

度である。そのため，一度にスライドにたくさん
のことを書いても聞き手は覚えられないので，３
点のみに絞るというルールである。
（２）発表時のルール
１）スライドに書いてないことを話す
　このルールは，提示するだけではなかなか生徒
は実行することができない。そこで，このルール
を実行するための具体的な手立てを次のように指
導している。

　この，三つの手立てを指導することで，格段に
スライドを棒読みするだけのプレゼンを減らすこ
とができた。
２）聞く人の方をできるだけ見るようにする
３）身振り手振りを入れる
　主役である自分に聞き手の注意を集めるため，
身振り手振りを入れるようにしよう，と指導して
いる。
（３）NGワード
　ぼんやりとしたプレゼンになるのを避けるため，
NGワードを設定している。NGワードに設定して
いるのは「いろいろ」「たくさん」「とにかく」の
３語と，それに似た言葉である。「なぜ使っては
いけないか？」の説明として，生徒には面接試験
の自己PRでの回答を思い浮かべさせている。「「私
のよい所は『いろいろ』あります」。これで自己
PRになっている？」と問いかけて理解させている。
　また，もしどうしても「たくさん」あるという
ことを説明したい場合は，具体的な数字にするよ

○最後に「です」「ます」をつける
　 スライドを棒読みせずに，話し言葉に直し

て話すという意味。
○「例えば…」を続ける
　 スライドに書いてあることに，「例えば…」

を続けて具体例を説明しなさい，という意味。
○エピソードを話す
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（４）授業展開
１）職業についての情報収集（３～４時間程度）
　授業の概要を説明し，まずは職業を決めさせる。
職業を決めるときに強調していることは，10年
後に就いている職業なので，就きたい職業でなく
てもいいし，絶対に就けないような職業でもいい，
という点である。大抵の生徒は興味のある職業を
選択するが，それを知られたくない生徒や，ない
生徒のために，そのようなアドバイスをしている。
調べる際に便利なサイトを三つほど紹介し，決
まった生徒から実際に仕事調べを開始させる。
ワークシートには「仕事の内容」「職場」「年収」
「勉強したこと」「資格」「やりがい」「苦労」「さ
らに10年後の目標」の八つのカテゴリ分けがし
てあり，すべてを付箋で埋め，かつ40個以上と
いう目標を示し，モチベーションアップを図って
いる。
２）プレゼンテーションの構成（0.5 ～１時間）
　調べたことの中から，スライドのまとまり・内
容・順番を決めさせる。仕事調べワークシートか
ら構成ワークシートに付箋を貼り替えさせながら，
構成を決めて行く。仕事調べワークシートの一つ
のカテゴリを一つのスライドにする，一つのスラ
イドには四つ以上の付箋がないようにする（３点
ルール）よう指導している。
３）スライドの作成（１～２時間）
　単純な箇条書きを意識するように指導し，構成
シートができていれば，スライドがあっという間
に完成するようにしている。進行度合いに大きな
差ができるため，早く終わった生徒にはスライド
に凝るように指導している。
４）プレゼンの実施
　リハーサルの実施を試みたこともあるが，本校
ではリハーサルに緊張感を持たせることができず，
本番の発表を全員に行わせる時間が足りなくなっ
た経験から，全員を前にしての発表を行うように
切り替えた。プレゼンに対しては，以下の方法で

ワークシートに貼りつけて行く。KJ法のようで
あるが，カテゴリ分けをあらかじめ教員の方で
行っている。これは，「職業を調べるときはこれ
らのカテゴリのことを知る必要がある」という教
員からのメッセージである。

２）構成ワークシート
　プレゼンの構成を決めるためのワークシート。
 

３）付箋
　たくさん必要なので，注意が必要である。付箋
を使っている理由は，貼り替えられることと，調
べたことを自分の言葉で短くまとめさせるためで
ある。

▲図１　仕事調べワークシート

▲図２　構成ワークシート
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はプレゼンを実践したときの感想であった。スラ
イド作成の授業ではなく，プレゼンの授業として
生徒に伝わっていたのだと喜んでいる。
　これからの人生でのプレゼンの重要度を５段階
で答える質問への回答の平均は，3.8（５が最高）
であった。また，プレゼンが好きかどうか聞いた
質問への回答の平均は，3.0（５が最高）であった。
比較できる数字がないのだが，好きかどうかは置
いておいても，重要であり上手にやりたいという
意識づけはできたと考えている。
　また，授業直後に志望の大学に合格するための
方法を聞きに来る生徒がいるなど，キャリア教育
としても一定の成果が見られた。

５．今後の課題

（１）クラスごとの差の解消
　複数のクラスを受け持っていると，プレゼンの
できがクラスによって大きく異なることに気づく。
スライドの完成度には大差がないのだが，プレゼ
ン実施の段階で大きな差がついてしまう。よいク
ラスは自分なりの言葉でスライド以外の言葉もど
んどん話す生徒が多いのだが，そうでないクラス
はスライドの棒読みで終わってしまう生徒の割合
が多い。原因は，クラス状況など複数考えられる
のだが，「単純に最初のプレゼンターのできに左
右されるのでは？」という仮説を持っている。そ
こで，最初の生徒は選抜するなど，何らかの方法
でよいプレゼンを誘発するように授業の導入を工
夫したいと考えている。
（２）リハーサルの実施
　生徒の感想を見ていると，「もう一回やって今
度は上手くやりたい」という感想が複数見られる。
リハーサルを上手く取り入れられれば，その生徒
の思いにも応えることができる。グループ内リ
ハーサルはあまり機能しなかったので，タブレッ
ト端末を使った自撮りリハーサルなど，別な方法
でのリハーサル実施を検討していきたい。

フィードバックを行っている。
●教員からのコメント
　必ずよいところを見つけて（必ず！），褒める
ようにしている。抜群の発表にのみ，改善点を伝
えるようにしている。
●REASによる相互評価
　Webでアンケートの作成・回答ができるREAS
を利用して，生徒にそのプレゼンに対する点数評
価（１～５)と，よかった点へのコメントを入力
させている。最後に教員が集計し，生徒に結果を
配布している。
●「スター方式」による相互評価
　生徒に付箋を配布しておき，プレゼンに対して
のコメントを記載させる。授業の終了時に，聞き
手はプレゼンターに付箋を渡し，プレゼンターは
もらった付箋を保管する。プレゼンターは授業の
最後に，クラス中の生徒から自分の名前を呼ばれ，
探してもらえるので，「スター方式」と名づけて
いる。
　相互評価については，使える教室などの状況に
応じて使い分けている。

４．生徒の反応

　単元の最後にREASを使って，プレゼンテー
ションの授業全体の振り返りを行っている。そこ
からは，プレゼンテーションの基本が意識され，
かつ実践できていることが伺える。

　スライドについての感想もあったが，半分近く

○ スライドに書いてないことも話そうという
意識を持ったり，プレゼンをする際に気を
つけたいことを頭に入れながら発表できた。

○ 前回はまったくできていなかった身振り手
振りが，今回は少しだけだけどできた。

○ 最後に実際に働いてる人を例にあげられた
こと。
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１．はじめに

　いま授業を受けている高校生は，いわゆる「ディ
ジタル・ネイティブ」と呼ばれる世代であり，新
しい情報機器の扱いについては非常に堪能である
一方で，アナログデータを扱う機器を利用した経
験が少ない。しかし，ディジタル機器のしくみや
情報のディジタル化について学ぶとき，身近なア
ナログ機器を利用し，その原理を考えることは効
果的である。アナログからディジタルへの変換を
視覚的に把握し，具体的なイメージを持つことで
情報の科学的な理解が進むものと考えられる。
　この教材は，「情報の科学」の画像のディジタ
ル化における標本化についての学習や，画像処理
における階調の学習への導入として，生徒に興
味・関心を持たせ，積極的に授業に参加させるこ
とを念頭に置いて作成し，前任校で実践したもの
である。

２．指導目標

　コンピュータにおける画像の表現方法を理解さ
せる。画像のディジタル化は，標本化，量子化，
符号化の一連の過程を通して行われる。標本化に
ついて具体的なイメージを持って理解させ，量子
化について学習の導入となるよう，標本化で得ら
れる情報を数値としてとらえられるように導く。

３．指導の概略

　使い慣れたディジタル機器のしくみを考察し，
その原理についてアナログ機器を利用し，視覚的
にイメージしながら理解させる。

岐阜市立岐阜商業高等学校

片桐　郁至

４．実践内容

（１）身近なディジタル機器の観察
　ディジタルカメラではどのように画像がとらえ
られるか，しくみを観察し考えさせる。
　次にカメラを分解し，レンズとCCD（撮像素子）
を取り出す（表１）。または既に分解されたカメ
ラを提示する。興味づけを行うためにも部品等は
直接手に触れさせる。

　ディジタルカメラで写真を撮る場合，どのよう
に画像が撮影されるかを簡単に説明する。レンズ
を通して光がカメラ内部に集められることや，
CCDについて簡単に説明する。生徒にはカメラ

▲表１　レンズとCCDの取り出し

①
レンズを取り出し
たところ

②
レンズを取り除い
たところ。奥に
CCDが見える

③

CCDを取り出した
ところ

画像のディジタル化について
─アナログ教材を利用して画像のディジタル化の原理を理解する─
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CCDに導かれていることを知らせる程度に止め
る。

（２）アナログ機器を用いた考察
　アナログ画像をディジタル化するときの標本化
について，意味を理解させ，さらに量子化がどの
ように行われるか，イメージを持たせて考えさせ
ることを目的とした。
　光がどのようにカメラの中に導かれ画像をつく
るのか，その簡単な原理を理解するため，ピンホー
ルカメラを作成し，実際に画像がカメラ内に写る
様子を確認させた。
１）ピンホールカメラの作成
　密閉された円柱の容器（茶筒）を準備し，容器
の底の中心に直径２mm程度の穴を開ける。また
容器の内側には光が反射しないように黒の紙を張
り付ける。次に容器の中を覗けるように，容器の
直径とほぼ同じペットボトルを準備し，ペットボ
トル底部を切り落とし，CCDに見立ててトレー
シングペーパー（半透明の白紙）を張り付けた。
このとき，トレーシングペーパーの表面には，後
で標本化について考察するため，あらかじめ格子
を引いておく（表２）。

▲図２　CCD（接眼レンズからディジタルカメラで撮影）

の部品を観察させると同時に，テキストまたは
Web等でCCDの役割についても調べさせる。
　カメラの仕様書を提示し，カメラの解像度を知
らせる。授業時間に限りがあるのであまり深入り
せず，簡単な説明のみで済ませる。
　時間に余裕がある場合はCCDを観察させる。
特にここではCCDの詳細な説明はせず，解像度
についても仕様書に記載されている数値の確認と，
各自の携帯電話（スマートフォン）のカメラの解
像度を比較させる程度に止める。
　CCDの観察は，ディジタル顕微鏡を使用して
モニターに映しながら説明する方がわかりやすい
面もあるが，生徒が直接，顕微鏡を覗き，自分で
焦点を合わせながら観察することで，より興味・
関心を持つことができると考える。生徒が自ら活
動し，自分で確かめようとする行動が重要である。

　実際のCCDを顕微鏡で観察しても，テキスト
やWebで説明されているような内容は確認できな
い。しかし，光学顕微鏡の倍率では確認できない
ことで，CCDの構造の細密性を実感できるので
はないかと考える。
　生徒にとって，レンズを通してCCDに導かれ
た光がどのようにディジタル化されるかイメージ
することは難しい。ここでの解説はカメラの基本
的なしくみと，光がレンズを通してカメラの中の

▲図１　顕微鏡で覗いたところ（150倍）

53号.indb   15 2018/06/01   19:32:33



16

　ここでは，CCDに見立てた格子状の線の入っ
たトレーシングペーパーに外の風景が写し出され
ることを確認し，外の光がカメラの内部に導かれ
ることを理解させる（図５～６）。

　ピンホールカメラを覗きこみ，像が上下反転し
て写っていることを確認する。トレーシングペー
パーに像が写ることで，カメラの大まかなしくみ
について実感できるようである。
３）考察
　板書例（教材提示装置等を使用）として，提示
する画像はカラー画像でなく，明るさのみについ
て考えさせるため，グレースケール画像で考えさ
せる。

▲図４　実習風景

▲図５　�実際の風景がカメラ内のトレーシングペーパーに写し
出される

▲図６　像が上下反転して写し出されるしくみ

　ピンホールカメラを準備するにあたり，レンズ
つきのカメラとの違いや絞りについて，またピン
ホールカメラに焦点のないことなどの特性につい
ての説明は省いた。
２）実習（ピンホールカメラ体験）
　容器の底部に挿入したペットボトルの口から中
を覗きこみ，トレーシングペーパーに外の風景が
写し出されることを確認する（図３～４）。

▲表２　ピンホールカメラのつくり方

①
茶筒とペットボト
ルを利用したピン
ホールカメラの本
体 

②
ピンホールカメラ
本体からトレーシ
ングペーパーを貼
りつけたペットボ
トルを抜き出した
ところ
③
ペットボトルの底
部

直径２mm程度
の穴

トレーシング
ペーパー

ペットボトル

▲図３　ピンホールカメラで像が写し出されるしくみ
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段階を具体的な数値で記入させる。

 
　標本点の明るさの段階（階調）については任意
に行えばよいが，量子化，符号化の過程を考えさ
せると同時に，画像データ量の計算等の学習を進
める場合を想定して簡略（８階調）にした。

５．まとめ

　ディジタル画像の情報は，数値で表現される。
このことについて生徒は実習を通じて理解できた
のではないかと考える。また，授業の中では，生
徒が実際に手に触れたり，自分の目で直接確認し
たりすることで，興味や関心を高め，積極的に課
題を解決しようという姿が見られた。特に，ピン
ホールカメラ内のトレーシングペーパーに外の風
景を確認することができると「あ！見えた。」「あ！
写った」という声がいくつも出て，驚きを持って
観察していた。
　なお，標本点や画素（ピクセル）等の用語につ
いては，標本化から量子化に至る過程を復習する
ときに学習することとした。

▲図10　量子化のイメージ

　それぞれの格子上では光の強さがどのように
なっているかを考えさせる。光の強さを数量的に
扱うことをポイントとなるように指導したい。な
お，ここでは８段階（階調）として考えることと
した。

　図７の右図を配布し，図10のように明るさの

▲図８　画像を光の強さに応じた数量であらわしたイメージ

▲図９　標本点の数量イメージ

▲図７　実際の風景とトレーシングペーパーに写った像
　　　　（イメージ）
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１．はじめに

　本校は神戸大学附属住吉中学校と同附属明石中
学校を前身とする中高６年間一貫教育校である。
現在，５年生で「社会と情報」を履修している。
　本校は前身の附属住吉中学校時代から「小集団
学習」を実施し，中等教育学校となった現在も「協
同学習」として複数のメンバーが協力して同一の
目標を成し遂げる学習方法を進めている。
　協同学習は１）相互協力関係，２）対面的‐積
極的相互作用，３）個人の責任，４）小集団での
対人技能，５）グループの改善手続きの五つの基
本要素が含まれていなければ成立しないとされて
いる。教科「情報」では，問題解決型の課題を行
うことが多く，協同学習を利用することで「グルー
プ内でさまざまなアイディアが出される」，「効率
的に作業を行うことができる」などのメリットが
期待できる。
　携帯電話やスマートフォン，タブレット端末，
パソコンが身近になり，高校生も情報発信の機会
が多くなっている。情報発信の手段もプレゼン
テーションだけでなく，ブログ，Twitter，SNS
など，Web上での情報発信の機会が多くなった。
このような背景のもと，氾濫する情報の中から信
頼性・信憑性の高い情報を選択できる「受け手」
としての力だけでなく，責任ある情報の「送り手」
としての素養を身につける必要がある。
　そこで，この単元では協同学習によるWebペー
ジ制作の実習を通して，Webを利用した情報発信
の手法を身につけるだけでなく，情報発信におけ
るルールを理解し，個人の責任を自覚させること
をねらいとしている。また，協同学習のツールと
して，LMS（Learning Management System）であ

神戸大学附属中等教育学校

小川 敬介
keiogawa@people.kobe-u.ac.jp

「情報の発信と守るべきルール」に関する実践
─Webサイトの作成を通した著作権の学習─

るMoodleの機能を利用する。
　Moodleは授業中の学習活動（授業資料の提供，
理解度テスト，アンケート調査，課題提出，グルー
プ学習，相互評価，成績管理など）を支援・管理
する機能を持つLMSである。Moodleはe-Learning
の機能だけでなく，対面授業においても，生徒の
反応をリアルタイムに確認しながら授業を行うこ
とにも有効であり，今回の実践でも理解度を確認
しながら授業を進めた。

２．授業の計画

（１）作品のテーマ
　「地域のよいところを発信する」ことをテーマ
にWebサイトの構築を行った。地域のことを再認
識することは，地域を支える人材だけでなく，グ
ローバルキャリア人材の育成においても重要であ
る。このテーマに基づいて，各グループ（１グルー
プ４人）で作成したサイトの例を以下に示す。

（２）授業のねらい
　本単元のねらいは次のとおりである。
Ⅰ　 身近な地域の情報を発信していくことで，

Webを利用した情報発信について関心を持っ
て取り組み，自ら積極的にルールを守って情
報発信をしていこうとする態度を身につける。

Ⅱ　 情報発信に伴う問題について考え，それを踏
まえて情報発信する際に適切な判断ができる。

・帰宅路研究部　住吉編

・阪急電車と撮る景色

・ぶらりコロッケ食べ歩きの旅

・宿題済良し！（住吉）

・神大附属学校周辺マップ

・みかげさんぽ

・Sweets�of�Mikage�Rokko
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３．著作権の学習

　著作権に関する学習を四つの場面で行った。
（１）制作過程（２次１時～７時）
　制作過程において，すべての素材を一から作成
する困難さを認識し，他者の制作した素材を利用
する方法を指導する。その際，著作権の処理を行
うことを意識させ，許諾が得られれば他者の著作
物が利用できることを理解させる。生徒自ら図１
のような「著作物利用許可願い」の書類を提出さ
せ，使用許可が降りた著作物のみ利用可能とした。

・権利処理の方法を知り，著作権を意識した情報
発信を行うことができる。

８時

≪公開・相互評価≫
・FTPを利用したWebサーバ上への公開方法を知

る。
・ほかのグループのWebサイトを閲覧し，相互評

価できる。

３次
１～
３時

≪著作権≫
・著作権について正しく理解することができる。
・Wikiを用いて，著作権についてまとめ，他者に

わかりやすく表現できる。

４時

≪発表・振り返り≫
・制作過程で身につけた著作権処理の手順につい

て共有できる。
・著作権について理解を深めることができる。

事後
1．理解度を確認するための小テスト
2．Webを利用した情報発信に関する意識調査

▲図１　著作物利用許可願い

Ⅲ　 Webページの制作方法を身につけ，情報を伝
えるための工夫をすることができる。

Ⅳ　 Webページのしくみを理解すると共に，情報
を発信する上で守るべきルールに関する知識
を身につける。

　Webサイトの制作過程ですべての素材を自ら制
作することが困難であることに気づかせ，他人の
著作物の利用について考え，「利用してはいけな
い」だけでなく，「どうすれば利用できるのか」
実践を通して理解させることをねらっている。
　また，協同学習による制作を行うことで素材加
工，調査，デザインなどにおいて協力しながら効
率的に制作することができ，どのようなWebサイ
トにするか，自分の意見を他者に伝え合うことで，
よりよい作品を仕上げることができると考える。
最後に「制作過程における著作権処理」について
グループごとに発表を行うことで，自分のグルー
プでは体験できなかったことをグループ間で共有
し，クラス全体の理解度も高めることができる。
（３）授業の展開
時 主題・ねらい

事前
1．教科への興味・関心に関する調査
2．Webを利用した情報発信に関する調査

１次
１時

≪企画≫
・地域情報サイトについての企画を話し合い提案

できる。
・現地調査の計画，役割分担を考えることができる。

２時
～

４時

≪HTTMLのしくみ≫
・HTMLのしくみを知り，Webページを制作できる。
・CSSのしくみを知り，スタイルシートを利用し

たデザインの調整ができる。

２次
１時

≪調査≫
・Webを利用して調査することができる。
・現地調査の計画を立てることができる。
・リンク構成やページレイアウトを考えることが

できる。

２時
～
7時

≪制作≫
・見やすさ，操作性を考慮したWebページを工夫

して制作することができる。
・HTMLとCSSを利用し，正しい手順でWebサイ

トの制作を行うことができる。
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フィードバック機能は記述式や選択式の調査を行
う機能であり，その場で集計した結果を表示する
ことが可能である。一度に多くの生徒の意見を取
り入れることができ，発言が苦手な生徒も積極的
に意見を述べることができるという利点がある。
　フィードバック機能を利用して生徒の考えを確
認した項目は次の五つである。

　これらの問いに対して，質問⇒集計⇒フィード
バックを繰り返し行った。一つずつフィードバッ
クを行うのは，理解を高めてから次の質問を行い
たいためである。また，生徒の理解状況によって，
実施する質問を変更することも可能である。
［質問１］に対する回答を図３に示す。

　著作権については「答えが一つではない」，「結
果があいまいである」，「条件によっては答えが変
わる」などの内容が多いので，なぜそう考えたか
ということが重要である。スクリーン上に生徒の

質問１　�掲載許可を得た写真をサイトのトップページ
の画像として使用した（一部加工した）。この
行為は正しい行為か。

質問２　�デスクトップ用壁紙無料ダウンロードサイト
にあった写真をサイトのトップページの画像
として使用した。この行為は正しい行為か。

質問３　�有名なキャラクタを自分で手書きしたものを
サイトのキャラクタとして使用した。この行
為は正しい行為か。

質問４　�なぜ著作権について考えて行動する必要があ
るのか。

質問５　�この単元を通して，著作権について理解が深
まったか。

▲図３　生徒の回答（質問１）

（２）Wikiによる学習（３次１時～３時）
　WikiはWeb上でHTML文書を編集することが
できるシステムで，複数のユーザが共同編集して
用語集や辞書などを作成するのに向いている。
MoodleにもWikiの機能が備わっており，本単元
でも，著作権の学習を，Wikiを使用した協同学
習で行った。自分の担当する項目を調べ（下表），
それをWikiでまとめるという活動で，お互いの
ページを教材にして，グループ内のメンバーが学
習する。各自責任を持って積極的に担当項目を調
べていた。

（３）Wikiによる情報共有（３次４時）
　Wikiを利用し，グループでの制作過程におけ
る著作権処理についてまとめた。内容は「制作し
たサイトの見どころ」「サイトで使用した他者の
著作物について」「他者の著作物を利用した理由」
「著作権処理の過程とその結果について」である。
また，いくつかのグループに発表を行わせた。
　Wikiでまとめることにより，いつでもMoodle
上で確認することができ，クラス内で情報共有す
るだけでなく，クラス間あるいは学年間でも情報
を共有することができるという効果が期待できる。

（４）フィードバック（３次４時）
　生徒の理解度を確認しながら授業を進めるため
に，Moodleのフィードバック機能を利用した。

１ 公表権，公衆送信権，展示権
２ 氏名表示権，上演・演奏権，著作隣接権
３ 同一性保持権，口述権，貸与権
４ 複製権，翻案権，著作権の保護期間

▲図２　Wikiによるまとめ
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約80%の生徒が「理解が深まった」と回答してお
り，一連の活動によって，著作権の理解に対して
一定の学習効果が得られたと考える。
　フィードバック機能は生徒どうしで考えを共有
し，さまざまな意見を参考にすることができる。
積極的に発言できない生徒も，匿名で表示される
フィードバック機能では自分の考えをしっかり表
現できたようである。また，Wikiは簡単に自ら
情報発信でき，協同学習で利用するとその発信し
た内容が他者の理解につながるので，責任を持っ
て情報発信するという意識も生まれた。

５．まとめ

　Webサイトの制作において，実際に著作権処理
を行うことで「無断で他者の著作物を利用できな
い」，「許可が得られれば他者の著作物を利用する
ことができる」ことについて理解を深めることが
できた。Wikiを利用した協同学習では簡単に自
分が情報の発信者になることができ，また，その
発信した内容が他者の理解につながるので，責任
を持って情報発信するという意識も身につく。
　Moodleのフィードバック機能を利用した授業
では生徒の理解度，考えを共有しながら授業する
ことができ，生徒の声を拾い上げて行う「生きた
授業」を展開することができた。

理解が深まった 79.17%
やや理解が深まった 16.67%
あまりそうとは言えない 4.17%
そうとは言えない 0.00%

▲図５　授業の様子

回答を表示させることで，みんながどのように考
えて答えたのかを共有することができる。
　生徒の回答には「同一性保持権」，「翻案権」，「公
衆送信権」など，事前にWikiを利用して学習し
たキーワードが出てきており，Wikiでの学習効
果も確認できる。また，回答の記述から，誤って
理解している生徒もいることがわかった。スク
リーンで回答を見せながら，出てきたキーワード
の再確認ができた。
　［質問４］の「なぜ著作権について考えて行動
する必要があるのか。」については，答えが決まっ
ている質問ではないので，できるだけ多くの回答
を生徒間で共有するにはこのフィードバックが有
効であった。図４に生徒の回答の一部を示す。

　回答には「著作者が嫌な思いをしないため」「そ
の人の思いが踏みにじられないように」といった
著作者の人格に関わる内容が書かれているものや，
「著作者の利益を守るため」「その作品の価値を
高めるため」といった著作者の利益に関わること
が書かれているものがあった。これらから，著作
権が「著作者人格権」と「財産権」から構成され
ていることにも触れることができた。

４．結果

　授業内でフィードバック機能を利用して理解度
について確認した。「この単元を通して，著作権
について理解が深まったか」という問いに対して
は，次の結果となった。

▲図４　生徒の回答（質問４）
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　中学校の技術・家庭科技術分野（以下；技術
科）は，１～２年生で毎週１時間，３年生では家
庭科と交互に隔週での授業が行われている。技術
科のすべての授業時数を合わせても，わずか87.5
時間にしかならない。
　内容も，材料と加工，エネルギー変換，生物育
成，情報と，多岐にわたる。本報告で紹介するプ
ログラムによる計測・制御の授業は，ディジタル
作品の設計・制作や著作権といった内容と共に情
報に関する技術の学習の一部として扱われている。
　計測・制御は，これまで各校の実情に合わせて
選択的に履修される学習内容の一つであったが，
2012年度からの学習指導要領の完全実施に伴い，
計測・制御は必修の内容となった。
　すべての学習内容を学習させるためには，プロ
グラムによる計測・制御には，10時間以上の時
間を当てたいところだが，限られた時間数では，
実際には難しい。

　短い学習時間の中では，Ｃ言語などの一般的な
コンピュータ言語を用いるゆとりはなく，多くの
教材会社が制御用の簡易言語を開発し，提供して
いる。本校では，山崎教育システムの「自律制御
ロボ２」（図１）を用いている。この教材では，車
を制御するためのプログラムをフローチャート
（図２）で作成することができる。改良版である
プロロボが市販されており，同様にフローチャー

１．87.5時間の技術科

２．フローチャートで簡単に

※注１

トでプログラムを作成可能だ。

　マウスで選択するだけで簡単にフローチャート
が作成できるこの教材は，技術科の授業で現在で
は全国的に普及している教材の一つである。

　計測・制御の授業は，まだ必修化されて間もな
いこともあって，多くの技術科教師の関心は，ど
んな教材を使い，どんな計測・制御を生徒に経験

▲図１　自立制御ロボ２

▲図２　ライントレースのプログラム

３．授業実践の視点

「なぜ，計測・制御を学ぶのか？」生徒の疑問に答える授業展開の工夫
─身近な製品のプログラムをフローチャートで考える─
つくば市立竹園東中学校

川俣　純
jkawamata@gmail.com

※注１：�山崎教育システム　「制御学習プロロボUSBプラス」（http://www.yamazaki-kk.com/technique/detail.
php?id=58&t=1&c=5）参照。
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（２）特徴的な授業展開
　１時間目には普通教室で授業を行った（図３）。
身の回りの製品にコンピュータが組み込まれてい
ることに気づかせ，これからの計測・制御の学習
の目的は，それらの機械や装置にプログラムが組
み込まれている事実を，実習を通して実感を持っ
て理解してもらうことにあると伝えて，授業をス
タートさせた。

指導計画 目標

１時間目
【�コンピュータっ
て何だ】

・ 身近な製品や装置に組み込まれたコ
ンピュータの働きを考え，グループ
で意見を出し合うことができる。

２～４時間目
【�プログラムによ
る計測・制御】

・ ロボットへプログラムを転送するこ
とができる。

・ 決められた処理を繰り返すプログラ
ムを作成できる。

・ 赤外線センサーを用いて，路面の黒
白を判断して動きを変えるプログラ
ムを作成できる。

５時間目
【�身近な製品のプ
ログラムをフ
ローチャートで
考えよう】

・ 身近な製品や装置に組み込まれたコ
ンピュータのプログラムをフロー
チャートであらわすことができる。

・ プログラムを分析して気づいたこと，
わかったことをまとめることができ
る。

夏休み
【�プログラム解析
報告書作成】

・（５時間目と同じ）

６時間目
【�プログラム解析
報告書交流会】

・ 互いに分析したプログラムを発表し
合いながら，さまざまな製品や装置
に組み込まれていたコンピュータと
そのプログラムが果たす役割を考え
ることができる。

▲表１　指導計画

▲図３　１時間目の授業風景

させるのかという方向に向かっている。そして，
計測・制御のプログラムを試行錯誤しながら作成
させることで，創意工夫する力を育むとする授業
実践が数多く報告されてきた。
　しかし，10時間程度の授業では，多くの場合
あらかじめ想定されたプログラムにたどり着かせ
るのがやっとで，生徒自身が試行錯誤をしながら
新たなプログラムを開発することは不可能に近い。
フローチャートでプログラムを作成できるような
簡易言語を用いたところで，短い授業時間の中で
プログラム開発に関わる試行錯誤を体験させるこ
とは大変難しいと言わざるを得ない。　
　ならば，練習問題としてあらかじめ想定された
プログラムの作成を経験させた上で，身の回りの
コンピュータによって計測・制御されているさま
ざまな機械や装置にどのようなプログラムが組み
込まれているのかをフローチャートで考えさせて
はどうだろうか。
　情報処理の手順を考え，簡単なプログラムを作
成すること以上に，身近な製品に組み込まれた現
実の計測・制御の技術を適切に評価する能力を育
てることにこそ，計測・制御の学習の主たる目的
があると考えた。

　2013年度に本校では，中学校３年生160名を対
象に，計測・制御の学習を実践した。授業時間数
としては６時間だが，夏休みの宿題で生徒に時間
をかけて考えさせるようにした。
　また，授業展開にあたっては，４人組（男子２
人，女子２人の市松模様）でのグループ学習を多
用し，互いに意見を出し合いながら学び合うこと
のできる学習環境づくりを心がけた。
（１）指導計画と到達目標
　指導計画と各時間の到達目標を表１に示す。

４．授業展開の工夫
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授業以外でも友だちどうしで学び合ったりさせる
などした。2013年度の実践では，夏休み終わり
までに約９割の生徒が，それぞれが身近な製品の
プログラムを考えレポートを提出することができ
た。

　図５は，商業施設のトイレなどにあるハンドド
ライヤーのプログラムを考えたある生徒のレポー
トである。製品の働きから予測したに過ぎないフ
ローチャートだが，その製品の動きを的確にあら
わしていることがわかる。すべての動きが破綻な
く組み込まれている。

　ほかにも自動販売機，エアコン，自動改札機な
どといったように，生徒たちは身の回りの機械や
装置のプログラムをその働きから予測し，フロー
チャートであらわすことができていた。
　もし，実際のプログラミング言語を使ってこれ
らの現実の制御を実現しようとしたら，たとえ簡

５．フローチャートの効果

▲図５　ハンドドライヤーのレポート（生徒作）

　さらに，これまでの授業であれば，２～４時間
目のプログラムの作成体験にこの２倍以上の授業
時間を使うのが一般的だが，今回はできるだけコ
ンパクトに３時間で実習を行った。
　続く５時間目の授業では，４人組をつくり，班
で一つの製品を例に取り，話し合わせながらその
製品のプログラムを解析し，図４のようにフロー
チャートに記入させた。

　多くの生徒は，何も助言なしでは書けない。４
人組のうち１人はフローチャートの見通しが持て
るようになるまで助言をし，すべてのプログラム
を考えようとせず，部分的に考えるだけでよいこ
となどを伝えながら，授業を進めた。
　５時間目の最後には，しっかりと書き込めてい
る２～３人の生徒に発表をしてもらった。当然だ
が，彼らはその製品のプログラムの働きを明確に
しながら論理的に説明することができていた。
　そのほかの多くの生徒にとっては，この時点で
はまだ難易度が高いのだが，ここで夏休みの宿題
として取り組ませることで，家庭の力を借りたり，

▲図４　自動ブレーキのフローチャート（生徒作）
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ラムとその働きを考えることができた。そして，
その経験は，生徒たちにとってこれまでになく新
鮮なものであったことが読み取れる。
　単に計測・制御のプログラムをつくらせただけ
では，「プログラムができてよかった」「難しかっ
た」といった表面的な感想に終わってしまいがち
だ。しかし，実習で身につけたフローチャートを
用いて，現実の製品や装置のプログラムを考えさ
せることで，技術を正しく評価しようとするとこ
ろまで生徒を高めることができた。

　本報告は，異動して１年目だった2013年度に
行ったものであり，新たな教材開発をまったく
行っていない。すでに導入されていた計測・制御
の教材を活用して授業を展開せざるを得なかった。
　プログラミングなどの場合，さまざまな新しい
技術が次々に発表され，変化のスピードが激しい。
そのため，新しい教材を開発することに力を入れ
がちだ。しかし，計測・制御の学習が技術科で必
修化されたいま，力を入れるべきは，プログラミ
ング言語の違いを超えて，計測・制御の技術の概
要を把握し，評価するための基礎的な学力を身に
つけさせることなのではないだろうか。
　本報告で取り上げた2013年度の授業で，計
測・制御を学んだ生徒たちは，いまそれぞれの進
学先で高校１年生として情報科の授業を受けてい
る。2014年度の時点で高校１年生と２年生の生
徒は，中学校の技術科の授業ですでに計測・制御
を学んでいるはずだ。情報科の授業でも，彼らの
知的好奇心を刺激するプログラミングの学習をぜ
ひお願いしたい。

７．実践を振り返って

※注２

易言語であっても，センサーの値やちょっとした
間違いでプログラムは動かないだろう。フロー
チャートであらわすことで，ある程度あいまいな
表現ながらも，機械に組み込まれたプログラムの
働きを全体としてとらえさせることが可能だ。

　夏休みに生徒に書かせたプログラム解析報告書
には，記入して気づいたこと，わかったことを書
かせる欄を４行ほど設けた。その中から，三つほ
ど紹介したい（図６）。

　このように，多くの生徒が，身の回りの機械が
プログラミングされている事実に気づき，そのプ
ログラムでは安全や便利さが追求されていること
まで思い描くことができていた。特に③の生徒の
「どの機械のプログラムも「これがこうだったら
こうする」の塊」という記述は，プログラムの本
質を突く鋭い指摘だ。
　概して，大多数の生徒が，自分たちが計測・制
御プログラムを作成した経験をもとに，身の回り
で活躍するさまざまな機械に組み込まれたプログ

６．授業の評価

① 「身の回りの電子機器をフローチャートにするのは，
すごく時間がかかった。今回調べたUFOキャッ
チャーよりも，もっと複雑な動きをするようなモノ
は世の中にたくさんあるのだから，命や意志を持た
ないものを動かすのは難しいなぁと思った。」

② 「いま世の中にたくさんのプログラムされたコン
ピュータがあるけど，一つひとつつくる時間がすご
くかかっていて，自動ドアやテレビ，冷蔵庫ができ
ているからすごいと思った。これを考えている人は，
安全，快適（便利）などいろいろ考えてプログラミ
ングしている。」

③ 「こうしてフローチャートを記入していて，プログ
ラムは「条件分岐」とその後の動作で成立している
ことに気づいた。冷静に考えてみると，多分どの機
械のプログラムも「これがこうだったらこうする」
の塊，ただそれだけなんでしょうね。機械って意外
と単純だなぁ…」

▲図６　生徒の考察

※注２：�本報告は，日本産業技術教育学会ロボコン委員会第２回中学・高校情報教育交流研究会「身近な製品のプログラムをフロー
チャートで考える」をもとに，報告をまとめ直したものである。当会の活動については，日本産業技術教育学会ロボコン委員会
のWebサイト（http://www.mura-lab.info/kaken/）を参照。実践事例などを豊富に紹介している。
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１．はじめに
　ITの普及により，情報技術が身近に使われる
ようになりました。技術が進歩しても数学や物理
などの自然法則は変化せずに使い続けられますが，
情報についても，情報科学は技術が進歩しても通
用する基礎になっています。
　今回の記事では，「社会と情報」と「情報の科学」
の基礎となっている情報科学を，楽しくわかりや
すく学習するための教材や教育法として，「CSア
ンプラグド」「CSフィールドガイド」「ビーバー
コンテスト」の三つを紹介します。
　これらはニュージーランドとヨーロッパを中心
に開発されている教材で，世界中の小学校から高
校までの情報教育の現場で普及が進んでいます。

２．CSアンプラグド
　CSアンプラグド（コンピュータサイエンスア
ンプラグド）は，専門的な知識を持たない小学校
から高校までの児童生徒が情報科学の本質を体験
的に学習することのできる教育手法です。題材に
よって異なりますが，いずれも７歳から９歳以上
が対象です。CSアンプラグドの詳しい情報は，
書籍や解説サイトで読むことができます。
　CSアンプラグドは1990年代に，ニュージーラ

※注１ ※注２

ンドのカンタベリー大学でコンピュータ科学を研
究していたティム・ベル博士が，当時小学生だっ
た息子さんに自分の研究しているコンピュータ科
学の楽しさを伝えるためにつくられました。小学
生でも体験できる作業や活動を通して，情報科学
の本質を体験できることが特徴です。
　CSアンプラグドは現在も改良が続けられてい
ますが，基本的には翻訳されて書籍になっている
次の12個の章から成り立っています（表１）。

　扱われている内容は高校から大学で学ぶものば
かりですが，説明と教材を工夫することで小学生
にも理解できるように構成されていることが特徴
です。ここではいくつかの章を紹介します。
　第１章では２進数を扱っています。最初に一人
ひとりがビットの役割をしながら数をつくる実習
（図１）を通して，「０と１だけで数をつくれる」
という基礎を理解します。続いてワークシートや

▲表１　CSアンプラグドの内容

章　内容 章　内容
１　２進数 ７　整列アルゴリズム

２　画像表現 ８　整列ネットワーク

３　テキスト圧縮 ９　グラフ理論

４　誤り検出 10　ネットワーク通信

５　情報理論 11　状態を持つ機械

６　探索アルゴリズム 1２　プログラミング言語

大阪電気通信大学

兼宗　進
kanemune@acm.org

今回のとっておきIdea
CSアンプラグド

CSアンプラグドで
情報の楽しさを伝えよう

※注１：兼宗進監訳　『コンピュータを使わない情報教育』　イーテキスト研究所　2007
※注２：CSアンプラグド（http://unplugged.jp/）
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　第４章では，データの誤り検出を扱います。図
４のようにランダムに並べたカードから１枚を裏
返しにしてもらい，後ろを向いていた先生がその
カードを当てる手品を通して，データが変化した
ことを検出するパリティビットやチェックディ
ジットを体験します。最後に，書籍や商品のバー
コードを正しく読み取ったり，細かい傷のついた
音楽CDでも演奏できる理由などを通して，誤り
検出技術の重要性を伝えます。

　第７章では整列アルゴリズムを扱います。どん
なにコンピュータが速くなっても，大量のデータ
を並び替えるときは，値の大きさを１個ずつ比較
しながら並び替える必要があります。その手順を
体験するために，CSアンプラグドでは重さのわ
からない重りを使い，天秤で重さを比較していき
ます（図５）。

　この体験により，生徒はアルゴリズムと呼ばれ
る一定の手順で操作をしていく必要があることや，

▲図４　誤り検出の説明図

▲図５　天秤を使った整列の学習例

小さなカード（図２）で２進数を扱う練習をしま
す。その後，文字をコード化してモデムのように
音の高低で伝達するゲームを行ったり，最後にコ
ンピュータのメモリやCD-ROMで情報を記憶す
るしくみを解説します。

　第２章では，画像のビット表現を扱います。最
初にマス目に描かれた図形を，白と黒の並びの数
を使って数字にする符号化を体験します。続いて
自分の絵を符号化した数字を送り，同級生がもと
の絵に戻すゲームを行います。最後にコンピュー
タやFAXでの画像の符号化や圧縮を説明します。
図３は授業の様子です。

▲図１　２進数の実習例

▲図２　２進数の説明図

▲図３　符号化の実習例
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２），現在も作成作業が継続的に行われています。
内容はアルゴリズムやユーザインタフェースなど
幅広く，CSアンプラグドでも重視されている各
種の符号化などが詳しく扱われています。

　CSフィールドガイドでは，高度な内容を高校
生にわかりやすく伝えるために，本文での説明に
加えて，動画や対話的なオンラインコンテンツが
効果的に使われています。
　図７はアルゴリズムの章の画面です。この章で
は，アルゴリズムの例として，最初に「図書館で
３人の学生がそれぞれ違う方法で目的の本を探
す」情報探索の動画があり，ランダムサーチや逐
次探索と比較して，二分探索のような簡単なアル
ゴリズムを使うだけでも高速に検索を行えること
を理解できるようになっています。

▲表２　CSフィールドガイドの内容

章　タイトル 章　タイトル
１　導入 ９　誤り制御符号化

２　アルゴリズム 10　人工知能

３　インターフェース 11　複雑度と計算可能性

４　プログラミング言語 1２　形式言語

５　データ表現 13　グラフィックス

６　符号化入門 14　コンピュータービジョン

７　圧縮符号化 1５　ネットワークプロトコル

８　暗号符号化 16　ソフトウェア工学

▲図７　CSフィールドガイドの画面例

アルゴリズムごとに天秤を使う回数が異なること
などを体験的に学ぶことができます。
　CSアンプラグドの日本サイト（図６）では，
次のような内容を公開しています。
・CSアンプラグドの内容
・高校での授業案
・ワークシートや教材の作成例
・授業での事例報告
・書籍に含まれていない新しい教材の紹介
・日本で改良・開発された教材の紹介
・画面でCSアンプラグドを体験できるオンライ
ン教材

３．CSフィールドガイド
　CSフィールドガイドは，CSアンプラグドの作
者のティム・ベル博士がニュージーランドの高校
生向けの授業のために公開しているサイトです。
３年間の情報教育のうち，情報科学に関する内容
が解説されています。日本でも，この内容を翻訳
し，日本の状況に合わせて公開することになりま
した。国は違っても同じ高校生に教えている内容
ですから，国内の授業でも使える場面は多いと思
います。
　CSフィールドガイドは現在15個の章があり（表

▲図６　CSアンプラグドの解説ページ

※注３
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参加者がありました。
　日本では2010年から文部科学省の後援で情報
オリンピック日本委員会が実施しています。ビー
バーコンテストは毎年11月に行われ，生徒はパ
ソコンから参加します。図９のように，問題は親
しみやすいイラストでわかりやすくつくられてい
ます。今年も８月頃から参加を受けつける予定で
いますので，ぜひ申し込んでご参加ください。学
校単位や学年単位のほかに，クラス単位やクラブ
単位での申し込みも可能です。

５.情報科学を楽しく学ぼう
　研究室のサイトでは，今回ご紹介した内容を含
む，授業で活用できるさまざまな教材を公開して
います。教材を授業で利用するための情報をはじ
め，共同研究や大学院などの形で情報教育をより
深く探求するための情報も提供していますので，
ぜひアクセスしてください。

※注４

▲図９　ビーバーコンテストの問題例

　続いて画面内で４種類のソートの速度を比較で
きるオンラインコンテンツがあり，クリックして
実行することで同じ数のデータを並び替える場合
でも，アルゴリズムによって速度が違うことを体
験できるようになっています。その後，CSアン
プラグドの天秤を使った並び替えを画面の中で体
験できるオンライン教材が紹介されています（図
８）。

４．ビーバーコンテスト
　ビーバーコンテストは児童生徒向けの情報科学
コンテストです。これは学校単位で参加を申し込
むコンテストで，対象は小学５年生から高校３年
生です。名前はコンテストとなっていますが，実
際には児童生徒が工夫された情報科学の問題を解
くことで，情報科学の内容に興味を持ってもらう
ことを目的としています。ビーバーコンテストは
ヨーロッパを中心に世界30か国で行われており，
2013年はドイツで20万人，フランスで17万人の

▲図８　CSフィールドガイドのオンライン教材

※注４：ビーバーコンテスト（http://bebras.eplamg.jp）
※注５：兼宗研究室（http://kanemune.eplang.jp/）
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社会の情報 視点 論点

　メディアからのメッセージを主体的・批判的に
読み解く能力，メディアリテラシー。読み解く「メ
ディア」は，テレビや新聞，雑誌，ラジオなどと
いったマスメディアとは限らない。
　総務省（2012）によれば，13 ～ 19歳における
インターネット利用は97.2%，また52.9%がスマー
トフォンを主要端末として利用している。ブログ
やSNSなど新しいコミュニケーションメディア
が次々と登場し，今後さらなるコミュニケーショ
ン手段の多様化が予想される。個人での情報発信
の機会はますます増えており，メディアをより主
体的・能動的に扱う能力が求められるようになっ
てきている。SNSなどの，近年新しく登場した
メディアを読み解く力は「ソーシャルメディアリ
テラシー」や「ICTメディアリテラシー」などと
も呼ばれる。それらを獲得するための（情報デザ
インの）方法について，第１回では情報を読み解
く観点から，第２回では情報を発信する観点から
考えていく。
　情報発信者が情報受信者に向けて情報伝達を行
う際のメディアと情報デザインの関係を図１に示
した。情報発信者が情報受信者に向けて情報伝達
を行うとき，情報発信者は何かしらの課題意識を
持ち，効率的に，かつ意図した通りに情報を伝達
しようとする。つまり，情報デザインを行うとは，
情報をまとめあげ，情報発信者のねらい通りに伝

※注１

える行為である。
　「デザイン」というと，見栄えよく，格好よく
することととらえられがちであるが，情報デザイ
ンの本質はそれだけではない。情報発信者が設定
した課題や目標を，意図した通りに解決したり，
達成することこそが本質であり，課題解決のない
デザインは存在しない。
　デザインの計画は，「誰に，何を，どのように」
伝えたいのかを設計することからはじまる。ター
ゲットとなる情報受信者によって，伝えるべき情
報や表現方法は異なる。そのため情報デザインの
方法は，ターゲットによって変化する。デザイン
された情報はメディアを介して情報受信者に届け
られる。
　情報受信者が情報デザインの考え方を身につけ
ることで，あふれる情報に振り回されることなく
情報を読み解いたり，物事を批判的思考（クリティ
カルシンキング）でとらえることができるように
なることが期待されている。
　プレゼンテーションの場面を例に考えてみよう。

東京学芸大学附属高等学校

森棟 隆一
morimune@gakugei-hs.setagaya.tokyo.jp

メディアリテラシーを獲得するための
情報デザイン⑴

※注１：総務省　「平成24年度通信利用動向調査」（http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/130614_1.pdf）参照。

▲図１　メディアと情報デザインの関係
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【ワークシート】プレゼンテーションから情報発信者の意図を読み解く

組　　番　名前　　　　　／　　　　　

プレゼンター（発表者）は，以下の点について，どのような想定をしてプレゼンテーションを行ったと考

えられるだろうか。

■誰に伝えようとしているのか（ターゲットの分析）。

　□ターゲットとなる人はどんな人か。

　□ターゲットはその話題に対してどんな興味・関心を持っているのか。

　□ターゲットはその話題に対してどのような理解をしているのか。

　□なぜ，その人をプレゼンテーションのターゲットにしたのか。

■何を伝えようとしているのか。

　□プレゼンターの課題意識は何か。

　□ターゲットが聞きたいと思うことは何か。

　□ターゲットの聞きたいことを踏まえた上で，プレゼンターが伝えようとすることは何か。

　□事実は何か，プレゼンターの主張は何か。

　□なぜ，プレゼンターはその内容を取り上げたのか。

■どのように伝えようとしているのか。

　□話の組み立て方をどのように工夫しているか。

　□情報の出所や信憑性を高めるために，どのような工夫をしているか。

　□伝え方をどのように工夫しているか。

　□ターゲットに当事者意識をどのように持たせているか。

　□なぜ，そのようにプレゼンテーションをデザインしたのか。
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なれば，実際に注文して口にするものはだいたい
いくつかのパターンに決まってくるのではないか。
好き嫌いなく全部順番に注文していくという人は
あまりいない。
　「欲しい情報＝好きなもの」とも言える。つまり，
たくさんの情報の中から嫌いなもの，欲しいと思
わないものを排除して，自分の欲しい情報だけを
入手している傾向があるということである。生徒
たちが，勉強に関係のない自分のための情報を得
る場面であれば，非常に強くこの傾向は出るだろ
う。食事であれば，極端な偏食だ。一昔前はいろ
いろな書物やもの知りな人の話などを見たり聞い
たりして，ようやく欲しい情報のヒントが得られ
たものである。その際，必要のない情報もたくさ
ん見聞きした。これが意外と，後々に役に立つこ
ともあるのだ。
　必要な情報だけを入手して何が悪いという向き
もあるかと思う。それはそれで正論ではある。し
かし，たくさんの選択肢の中からしっかり比較検
討した上で，絞り込んで必要な情報を得るのと，
パッと見ておもしろそうで楽しそうなもの以外に
見向きもしないのとではわけが違う。せっかくた
くさんの情報にアクセスすることができるのに，
頑なに好きな情報しか受け入れようとしないのは
もったいない。たとえ，友だちどうしで情報交換
して，つねに新しいアプリはチェックしていると
しても，それは同じコミュニティーに存在する類
が友を呼んでいるに過ぎない。むしろ，同種の情
報だけで飽和してしまってよく噛まずに飲み込む
ような状態になっていたりもする。これでは，せっ
かく目の前に大きな世界が広がっているのに，何
とももったいない話ではないか。

いままでにないメニューの数々
　情報機器とネットワークの発達によって，誰で
も手軽に情報が入手できるようになった。学校教
育においても，例えばインターネットを活用した
調べ学習の類は，さまざまな教科の授業で，すっ
かり定番のコンテンツになっている。もちろん，
学校に限らず家でも外でも四六時中，欲しいと
思った情報をいとも簡単に検索して入手すること
が可能になってきた。見方を変えれば，世の中で
大変多くの情報が共有されるようになってきて，
コンピュータやスマートフォンなどのデバイスさ
えあれば，そのたくさんの情報の中から欲しいも
のをチョイスできる環境が整っているのが現代の
社会と言える。
　つまり，以前は日替わり定食と麺類とカレーし
かなかった食堂が，何百種類もあるメニューの中
から和洋中どれでも好きなものを選んで注文でき
るようになったようなものだ。しかもお値段は据
え置き。これなら好きなものを好きなだけ注文し
てお腹一杯にできる。

欲しい情報しか，摂りたがらない
　たくさんの情報から欲しい情報が選べるのはよ
いことではある。ただ，何百種類のメニューが用
意されていたところで，毎日食べるということに

子どもの頃，食事のたびに親からよく「好き嫌いせず何でも食べなさい」
「よく噛んで食べなさい」なんて言われた経験を，皆さんもお持ちのこ
とだろう。偏食すれば栄養バランスが偏って，成長の妨げになったりする。
早食いで食べ物をよく咀嚼せずに飲み込むと胃腸の調子を崩したり，下
手をすれば食べ物をのどに詰まらせて窒息なんてことも考えられるのだ
から，これは至極もっともな啓示と言える。

偏食はだめよ
情報は好き嫌いせず摂れているか？
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